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論文掲載  

【本研究成果のポイント】 

・遺伝的にはほぼ同じで、同じ環境で育ったショウジョウバエ（遺伝や行動の研究に

広く使われる小型のハエ）でも、食べ物の匂いへの反応に違いがあることを発見し

ました。 

 

・個体ごとの空腹状態の違いが、食べ物の匂いへの反応の個体差に関係することを明

らかにしました。 

 

・「生理状態」と「嗅覚の個体差」との関係や、個体ごとの行動の違いが生まれる仕組

みの解明につながることが期待されます。 
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【概要】 

 広島大学大学院統合生命科学研究科の奥村美紗子准教授（現 東北大学教授）、千原

崇裕教授らの研究グループは、ショウジョウバエ（※１）を用いて、食べ物の匂いに

対する反応の個体差が、それぞれの個体の空腹状態と関係していることを明らかにし

ました。 

 同じ遺伝的背景（※２）をもつショウジョウバエを用いて、ハエが好む食べ物の匂

いに対する反応を繰り返し調べたところ、匂いに繰り返し反応する個体と、反応しな

い個体に分けることができました。これらの個体を詳しく調べると、匂いに敏感な個

体では脂質に関連する遺伝子の発現に違いがみられ、体内の脂質量が少ないこと、ま

た飢餓に弱いことが分かりました。さらに、空腹時に発現が増加し、食べ物の匂いへ

の感度を調節することが知られている神経ペプチド受容体 sNPF-R（※３）の発現量

が高いことも明らかになりました。 

 これらの結果は、同じ遺伝的背景をもち同じ環境で育った個体であっても、体内の

栄養状態には個体差があり、それが食べ物の匂いに対する反応の個体差を生み出して
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同じ環境で育ったハエでも、空腹のほうが匂いに敏感？ 

―嗅覚の個体差と空腹状態の関連を発見― 



いる可能性を示しています。 

 本研究は、国際学術雑誌「iScience」に 2026 年 11 月 4 日に掲載されました。 

 

【背景】 

 匂いを感じる嗅覚は、食べ物を見つけたり、敵などの危険を避けたりするために重

要な感覚です。一方、同じ匂いに対しても、敏感に反応する個体もいれば、あまり反

応しない個体もいるなど、嗅覚には大きな個体差があります。ヒトを含む様々な動物

でこのような個体差が知られていますが、嗅覚の個体差がどのような仕組みで生じる

のかは十分に分かっていません。 

 ショウジョウバエでは、匂いを感知する受容体や神経細胞について詳しく研究され

ており、匂いに対する行動を調べる実験方法も確立されています。また、遺伝的背景

や飼育環境をそろえて多数の個体を調べることができます。そこで本研究では、ショ

ウジョウバエを用いて、食べ物の匂いに対する感受性の個体差を生み出す仕組みを調

べました。 

 

【研究成果の内容】 

 本研究では、まず同じ遺伝的背景をもつショウジョウバエを同じ環境で飼育し、シ

ョウジョウバエが好む食べ物の匂いとして、リンゴ酢に対する反応を繰り返し調べま

した。その結果、食べ物の匂いに繰り返し誘引される「匂いに敏感な個体」と繰り返

し反応しない「匂いに鈍感な個体」に分けることができました(図 1)。 

 次に、この 2 つのグループではどのような違いがあるのかを調べました。遺伝子の

発現を網羅的に比較したところ、匂いに敏感な個体では、脂質の代謝や輸送などに関

わる遺伝子の発現が、鈍感な個体に比べて減少していました。また、空腹時に発現が

増加し、食べ物の匂いへの感度を調節することが知られている神経ペプチド受容体

sNPF-R も、匂いに敏感な個体で発現量が高いことが分かりました。 

 そこで、空腹状態と食べ物の匂いへの反応との関係をさらに調べました。その結果、

匂いに敏感な個体では、体内に蓄えられている脂質の量が少なく、鈍感な個体と比べ

て飢餓状態での生存期間も短いことが分かりました。さらに、匂いに敏感な個体に餌

を与えると、食べ物の匂いへの反応が低下しました。これらの結果から、同じ遺伝的

背景をもつ個体であっても、栄養状態の個体差が、匂いに対する感受性の個体差に関

係していることが示されました。 

 

【今後の展開】 

 本研究から、同じ遺伝的背景をもち、同じ環境で飼育された個体であっても、空腹

状態には違いがあり、それが食べ物の匂いへの感受性の個体差と関係することが分か

りました。今後は、こうした個体ごとの生理状態の違いがどのように生じるのか、ま

た、それが嗅覚の感度をどのように変化させるかを明らかにしていきます。さらに、

食べ物以外の匂いに対する感受性にも生理状態が影響するのかを調べることで、生理

状態と嗅覚の個体差との関係をより広く理解することにつながると期待されます。 

 

【用語解説】 

※1：ショウジョウバエ 

遺伝学や神経科学などの生物学研究に広く用いられているモデル生物。本研究では、

遺伝的背景をそろえた個体間で、食べ物の匂いに対する反応を比較しました。  

 

※2：遺伝的背景 

個体がもつ遺伝情報の全体的な構成。本研究では、遺伝的な違いによる影響をでき

るだけ除くため、同じ系統のショウジョウバエを用いています。 

 

※3：神経ペプチド受容体 sNPF-R 



神経ペプチドは、神経細胞などから放出され、他の細胞に情報を伝えるちいさなタ

ンパク質です。sNPF-R は神経ペプチドの一種である sNPF を受け取る受容体です。

ショウジョウバエの脳では、飢餓時に sNPF-R の発現量が増加し、食べ物の匂いに対

する感受性を上昇させることが知られています。 
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図 1 本研究の概要 
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